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Ｊ－クレジット制度

１-1．Ｊ－クレジット制度事務局による入札結果
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◼ J－クレジットの大口活用者向けに、過去13回の入札販売を実施

◼ 再エネ発電由来のクレジットがCDP質問書に報告可能になり、需要家の注目を集めているこ

とから、第4回以降は再エネ発電と省エネ他を分けて販売

開催時期
再エネ発電 省エネ他

販売量 平均販売価格 販売量 平均販売価格

第13回 2022年4月 200,000トン 3,278円/トン 100,000トン 1,607円/トン

第12回 2022年1月 250,000トン 2,995円/トン 24,305トン 1,574円/トン

第11回 2021年4月 200,293トン 2,536円/トン 100,000トン 1,518円/トン

第10回 2021年1月 250,000トン 2,191円/トン 100,000トン 1,500円/トン

第9回 2020年6月 200,000トン 1,887円/トン 0トン 落札なし

第8回 2020年1月 200,000トン 1,851円/トン 40,000トン 1,473円/トン

第7回 2019年4月 200,000トン 1,801円/トン 50,000トン 1,506円/トン

第6回 2019年1月 200,000トン 1,830円/トン 50,000トン 1,602円/トン

第5回 2018年4月 400,000トン 1,724円/トン 100,000トン 1,395円/トン

第4回 2018年1月 400,000トン 1,716円/トン 100,000トン 1,148円/トン

開催時期 販売量 平均販売価格

第3回 2017年4月 500,000トン 908円/トン

第2回 2017年1月 500,000トン 1,594円/トン

第1回 2016年6月 1,000トン 510円/トン
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１-2．Ｊ－クレジット制度事務局による入札の価格推移
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■ 平均落札価格は以下の通り。活用方法が幅広再エネ発電由来Jクレは価格上昇中。

510 

1,594 

908 908 

1,716 1,724 
1,830 1,801 1,851 1,887 

2,191 

2,536 

2995 

3,278 

908 

1,148 

1,395 

1,602 
1,506 1,473 1,500 1,518 1574 1,607 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

第1回

2016.6

第2回

2017.1

第3回

2017.4

第4回

2018.1

第5回

2018.4

第6回

2019.1

第7回

2019.4

第8回

2020.1

第9回

2020.6

第10回

2021.1

第11回

2021.4

第12回

2022.1

第13回

2022.4

落札価格の平均値（第1回～第3回）

落札価格の平均値（第4回～/再エネ発電）

落札価格の平均値（第4回～/省エネ）

円 / t-CO2

※平均値は、落札価格に当該落札トン数を乗じた合計を総販売量で除したもの。

約1.51円/kWh

再エネ発電

省エネ



Ｊ－クレジット制度

１-3．GHG protocol Scope 2 Guidanceの登場による再エネＪクレの需要増加
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◼ 2017年CDP質問書への報告に、再エネ由来のＪ－クレジットを、再エネ調達量として報告

することが可能に（SBT, RE100にも使用可能であることを順次確認）。

➢ その後、再エネ電力由来のＪ－クレジットの入札価格が徐々に上昇。
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2-1．Ｊ－クレジット取引方法
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仲介事業者（Ｊ－クレジット・プロバイダー）
株式会社イトーキ
株式会社ウェイストボックス
カーボンフリーコンサルティング株式会社
ブルードットグリーン株式会社
一般社団法人more trees
Waara株式会社

仲介事業者を利用しない
直接の相対取引も可

カーボンクレジット市場実証
（2022年9月～2023年1月）

別途
説明

◼ 従来の取引方法に、2022年9月からカーボンクレジット市場実証が加わり、選択肢が広がった。

➢ 2022年度後半はＪクレ事務局による入札は行わず、2022年10月から2023年1月に

カーボンクレジット市場で販売予定。
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2-2．カーボンクレジット市場
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◼ カーボンクレジット市場での取引結果は毎日16時ころに日本取引所グループのHPに掲載。

https://www.jpx.co.jp/equities/carbon-credit/index.html

※カーボンクレジット市場関連のお問い合わせについては、
東京証券取引所 カーボン・クレジット市場整備室までお願いいたします。
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2-3．Ｊ－クレジット制度ＨＰ 売り出しクレジット一覧
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◼ 売り手が希望したクレジット情報を掲載

（URL：https://japancredit.go.jp/sale/）

◼ 実施場所・実施地域・プロジェクト種別・クレジット量

等に基づく検索、クレジット量に基づくソートが可能

◼ HPに各クレジットの保有者の連絡先を掲載

◼ 希望販売価格は掲載していなかったが、10月中旬か

ら任意で掲載可能とした。

希望販売価格欄と
備考欄を追加予定
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2-4．無効化①
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◼ 2016年度以降は「温対法（係数）」が最多だが、近年は「オフセット等」も増加。

無効化とは、Ｊ－クレジット登録簿上でＪ－クレジット、Ｊ－ＶＥＲを無効化償却口座に移転し、それ以降移転できない状態にすることを指す。
償却とは、Ｊ－クレジット登録簿上で国内クレジットを無効化償却口座に移転し、それ以降移転できない状態にすることを指す。

2022年3月18日時点の実績

万t-CO2 万t-CO2

2022年9月30日時点の実績
※2013年度以前の無効化・償却量の内訳は削減系と吸収系のみで区別されている。

＜クレジット種別・目的別 無効化・償却量の推移＞
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2-5．無効化②
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◼ 全認証量1034万t-CO2中、これまでに無効化・償却されたクレジットは、608万 t-CO2

2008年度以降のＪ－クレジット、国内クレジット、Ｊ－ＶＥＲ全てのクレジットの累計。

◼ 削減系（再エネ）クレジットの認証量に対する無効化・償却量は約58%,削減系（省エネ）は

約63%, 吸収系クレジットは約40%

◼ 電力の排出係数調整、自己活動や製品・サービスのオフセットへの利用が多い
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※ 2013年度以前の削減系の無効化・償却量の内訳はデータがないため、全て削減系（省エネ）としている。
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３-１．クレジット創出から活用まで地産地消の取組
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創出から活用まで
市民のCO2削減
活動が地球温暖化
防止の啓発に

Point!

⚫ 神戸市では、市民の住宅用太陽光発電システム・燃料電池の設置によるCO2排出削減
をクレジット化（環境価値化）し、地域の環境保全活動につなげる仕組みを構築

⚫ クレジット認証量（2022年3月末時点の累積）：38,370 t-CO2

⚫ 企業などに売却して得られる収益は、神戸市が行う環境保全事業に活用

⚫ 神戸ルミナリエなど市民に身近なイベントでのカーボン・オフセットの実施により、
市民へ地球温暖化防止の普及啓発

⚫ スマートフォンアプリ「イイことぐるぐる」の活用

＜概要＞

■こうべCO2バンク ～CO2の削減を環境価値に～ / 神戸市

（出所）Ｊ－クレジット制度ＨＰ： https://japancredit.go.jp/case/23/
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３-２．イベントのカーボン・オフセット
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⚫ 2022年3月15-16日にインテックス大阪で開催された同イベントは、「環境配慮型展示
会」として、出展者の皆様に環境負荷軽減分担金の負担をお願いし、CO2や廃棄物の
削減やリサイクル素材の活用等に使用。一部を活用し93トンのカーボン・オフセットを実施。

⚫ 来場者・スタッフの移動・宿泊、紙・水の使用、廃棄物処理に伴い排出するCO2を対象
にオフセット。

⚫ 出展社128社はEXPOの報告書内に掲載してPR

＜概要＞

■第１回 空気のみらいEXPO/大阪・関西万博 開催支援EXPOのカーボン・オフセット

イベント出展事業者
の参加型取組

Point!

（出所）Ｊ－クレジット制度ＨＰ： https://www.japancredit.go.jp/cp/94/
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３-３．住宅のカーボン・オフセット
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⚫ 新築注文住宅の材料調達と建築時及び企業活動で排出するCO2の一部を、省エネクレ
ジットでカーボン・オフセット。

⚫ 当該取組は、第５回カーボン・オフセット大賞（2015年）優秀賞を受賞し、その後も継
続してカーボン・オフセットに取り組んでいる。

＜概要＞

■都田建設が新築する住宅のカーボン・オフセット / 浜松市

新築住宅のカーボン・オフセット、
事務所および運営施設の
電力・ガス・ガソリン・軽油の
使用に伴う排出量

省エネ由来、森林由来の

Ｊ－クレジット

（出所）都田建設ＨＰ掲載の情報をもとに作成： https://www.miyakoda.co.jp/company/sustainable_company/
カーボン： https://www.jcos.co/取組一覧/カーボン・ニュートラル認証/
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３-４．商品の寄付型オフセット
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⚫ 株式会社管野組が栽培している「じゅんさい」に、Ｊ－クレジットを活用した
カーボン・オフセットシール（1枚につき1kg-CO2を付与。）を添付して販売

⚫ 温暖化対策、商品価値向上、啓発・ＰＲ

⚫ クレジット売却代金は、町内の温暖化対策や地域活性化関連事業等と、
社会貢献（東日本大震災 被災孤児・遺児の未来を、夢を応援するため
の寄付）に活用

＜概要＞

■Ｊ－クレジットの地産地消を通じた温暖化対策と商品価値向上

（出所）Ｊ－クレジット制度ＨＰ： https://www.japancredit.go.jp/cp/80/
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３-５．「１品１円」の寄付型オフセット
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⚫ 道の駅で販売するすべての商品に1品1円をプラスし、消費者がオフセットに参加できる寄
付型オフセットを実施。

⚫ 並行して、道の駅にちなん日野川の郷の運営から生じる電力使用等に伴うCO2全量を、
日南町有林Ｊ－クレジットを利用してカーボン・オフセット。

⚫ 寄付型オフセットでは、消費者が町の森林保全活動に貢献できる仕組み。

＜概要＞

■１品１円の寄付型オフセットと、道の駅運営で生じるCO2のオフセット / 日南町（鳥取県）

（出所）Ｊ－クレジット制度ＨＰ： https://www.japancredit.go.jp/cp/30/
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３-６．農作物生産時に使用する農機具から排出するCO2のオフセット
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＜概要＞

■美味しいお米づくりから６次農業化を目指す、株式会社NAKAMICHI FARMの
地球温暖化対策と北海道の環境保全活動に貢献するカーボン・オフセット

⚫ 稲作・野菜の生産工程で、農機具等から排出するCO2を、北海道
道有林と石狩市有林から創出したＪ－クレジットでカーボン・オフセット
する取り組み。

クレジットの地産
地消と、市内の
資金循環を実現

Point!

（出所）Ｊ－クレジット制度ＨＰ： https://www.japancredit.go.jp/cp/89/
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３-７．事業活動のカーボン・オフセット

16

⚫ 出雲ガス株式会社は、2021年度から2025年度（5年間）
のガス事業に伴う保安業務、営業・修理・工事業務において
発生するCO2排出量の一部をカーボン・オフセット（150t-
CO2)

⚫ 神話の國出雲さんさん倶楽部（出雲市・住宅への太陽光発
電設備導入によるCO2削減事業）が創出したＪ－クレジット
を活用することで、出雲市内の環境価値の地産地消を実現。

＜概要＞

■出雲ガスにおけるガス事業のカーボン・オフセット

環境貢献企
業としてのPR、
クレジットの
地産地消

Point!

（出所）Ｊ－クレジット制度ＨＰ： https://www.japancredit.go.jp/cp/87/
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３-８．ふるさと納税返礼品として「カーボン・オフセット」
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⚫ ふるさと納税の返礼品として地元産クレジットを活用した「カーボ
ン・オフセット」をメニューに挙げている。

（返礼品として、カーボン・オフセットを実施したことを示す
「証明書」等を発行している。）

⚫ いずれも地元の森林から創出したクレジットが対象。

※2022年10月17日時点で確認ができた自治体は以下のとおり。

• 浦河町、下川町、上士幌町、中標津町、滝上町（北海道）
• 横手市（秋田県）
• 養父市（兵庫県）
• 日南町（鳥取県）
• 三原村（高知県）
• 久留米市（福岡県）

＜概要＞

■ふるさと納税返礼品として「カーボン・オフセット」

消費者が手軽に、
ふるさと納税を通じて
「カーボン・オフセット」を

行うことができる

Point!

ふるさと
納税

カーボン
オフセット
証明書

ふるさと納税の利用者へ
Ｊ－クレジットと、その活
用で環境に貢献できるこ

とを周知

Point!
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３-９．Ｊ－クレジット活用事例のご紹介

他の事例は
こちらから
検索！

Point!
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• 創出事例15件含め、活用事例を1,400件
掲載

（URL：https://japancredit.go.jp/case_search/）

• オフセット事例、取り組み事例、キーワード、掲
載日で検索が可能

• 取組を申請することで掲載されます。

３-10．Ｊ－クレジット活用事例のご紹介
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３-11．算定ツールでCO2実質ゼロ会議の算定から取組可能

↑
HPへのアクセスはこちらから。⚫ 簡単な入力でCO2排出量が算定できるツールを公開しています。ぜひご活

用ください。オンライン会議にも対応。
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Ｊ－クレジット制度事務局

（みずほリサーチ&テクノロジーズ株式会社 サステナビリティコンサルティング第１部）

TEL： 03-5281-7588
E-mail： help@jcre.jp

Ｊ－クレジット制度ホームページ
https://japancredit.go.jp/


